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所
員
活
動
一
覧
︵
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
日
～
二
〇
一
三
年
三
月
三
一
日
︶

荒
木
　
浩

●
著
書

『
高
等
学
校 

新
訂
国
語
総
合
　
現
代
文
編
』『
高
等
学
校 

新
訂
国
語
総
合
　
古
典
編
』『
高
等
学
校 

国
語
総
合
』『
高
等
学
校 

標
準
国
語
総
合
』『
高
等
学
校 

新
編
国
語
総

合
』（
共
著
）
第
一
学
習
社
　
二
〇
一
三
年
二
月

●
論
文

「〈
非
在
〉
す
る
仏
伝
―
光
源
氏
物
語
の
構
造
」
谷
知
子
・
田
渕
句
美
子
編
著
『
平
安
文
学
を
い
か
に
読
み
直
す
か
』
笠
間
書
院
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

「
読
め
な
い
テ
ク
ス
ト
『
和
語
』
で
書
く
こ
と
―
源
隆
国
の
『
安
養
集
』
遣
宋
と
『
宇
治
大
納
言
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て
」
中
国
日
語
教
学
研
究
会
会
刊
、
中
国
外
語
類
核

心
期
刊
『
日
語
学
習
与
研
究
』
二
〇
一
二
・
六
　
北
京
報
刊
発
行
局
　
二
〇
一
二
年
一
二
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
ふ
る
さ
と
の
空
は
ど
っ
ち
？
」『
ま
ほ
ら
』
第
七
三
号
　
旅
の
文
化
研
究
所
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
列
伝
　
古
典
に
記
さ
れ
た
夢
を
追
う
」（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
朝
日
新
聞
（
夕
刊
）　
二
〇
一
二
年
一
一
月
七
日

「
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
開
館
一
〇
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
ｅ
戦
略
」『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
六
二
四
号
　
二
〇
一
三
年
三
月

伊
東
貴
之

●
論
文

「
中
国
思
想
史
に
お
け
る
『
有
』
と
『
無
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
・
覚
書
」『
伊
藤
瑞
叡
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
―
法
華
仏
教
と
関
係
諸
文
化
の
研
究
―
』
山
喜
房
佛
書
林
　

二
〇
一
三
年
二
月

「
戦
後
日
本
の
中
国
思
想
史
研
究
の
諸
傾
向
に
つ
い
て
の
一
考
察

─
主
と
し
て
、
島
田
虔
次
と
溝
口
雄
三
の
両
氏
を
例
と
し
て
」『「
中
国
的
日
本
認
識
・
日
本
的
中
国

認
識
」
学
術
討
論
会
論
文
集
』
復
旦
大
学
文
史
研
究
院
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
、
復
旦
学
報
共
催
　
二
〇
一
三
年
二
月
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●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「『
本
命
』
莫
言
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
必
然
性
と
政
治
性

─
日
中
関
係
、
多
難
の
年
、
着
実
な
翻
訳
・
紹
介
も
進
む
　
海
外
文
学
・
文
化
回
顧
：
中
国
」『
図
書
新
聞
』
第

三
〇
九
一
号
　
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
二
日
号

「
書
評
　
今
こ
そ
『
歴
史
を
鑑
に
未
来
に
』
歩
む
べ
き
時

─
日
中
国
交
回
復
四
十
周
年
の
節
目
の
年
を
経
て
：
『
日
中
関
係
史
　
一
九
七
二
―
二
〇
一
二
』
Ⅰ
　
政
治

（
高
原
明
生
・
服
部
龍
二
編
）、
Ⅱ
　
経
済
（
服
部
健
二
・
丸
川
知
雄
編
）、
Ⅲ
　
社
会
・
文
化
（
園
田
茂
人
編
）」『
週
刊
読
書
人
』
第
二
九
七
九
号
　
二
〇
一
三
年
三

月
一
日
号

磯
前
順
一

●
著
書

『
日
文
研
叢
書
五
〇
　
植
民
地
朝
鮮
と
宗
教
―
帝
国
史
・
国
家
神
道
・
固
有
信
仰
』（
尹
海
東
と
共
編
）
三
元
社
　
二
〇
一
三
年
一
月

●
論
文

「
固
有
名
の
も
と
に

─
多
重
化
す
る
近
代
仏
教

─
」
田
中
雅
一
・
小
池
郁
子
編
『
コ
ン
タ
ク
ト
ゾ
ー
ン
の
人
文
学
第
Ⅲ
巻
』
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

“T
he C

oncepts of R
eligion and R

eligious Studies in Transcultural C
ontexts, w

ith a Focus on Japan,” Inken P
rohl and John N

elson eds, H
andbook of 

C
ontem

porary Japanese R
eligions, trans. by T

im
 G

raf, B
rill, 2012.

“T
he R

ecent Tendency to ‘Internationalize’ Shinto: C
onsidering the Future of Shinto Studies,” w

ith Jang Sukm
an A

siatische Studien / E
tudes A

siatiques 

L
X

V
I-4, 2012.

「
論
・
談
　
世
界
が
日
本
を
見
つ
め
て
い
る

─
傷
つ
い
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か
ら
」『
中
外
日
報
』　
二
〇
一
三
年
一
月
三
日

「
震
災
後
の
日
本
で
宗
教
を
語
る
こ
と

─
『
宗
教
概
念
あ
る
い
は
宗
教
学
の
死
』
の
後
に
」『
Ｕ
Ｐ
』
四
八
三
号
　
東
京
大
学
出
版
会
　
二
〇
一
三
年
一
月

「
公
共
宗
教
論
の
陥
穽

─
『
宗
教
概
念
あ
る
い
は
宗
教
学
の
死
』
の
後
で
」『
現
代
思
想
』
二
〇
一
三
年
一
月
号
　
青
土
社

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「G
S, I L

ove You

─
新
規
共
同
研
究
『
昭
和
四
〇
年
代
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
社
会
・
文
化
史
的
分
析

─
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
の
研
究
』」N

ichibunken 



83

N
ew

sletter N
o. 85

　
二
〇
一
二
年
九
月

「『
野
の
道
』
を
歩
く
と
い
う
こ
と
　
山
尾
三
省
著
『
イ
ン
ド
巡
礼
日
記
』
他
」『
図
書
新
聞
』
第
三
〇
八
八
号
　
二
〇
一
二
年
一
二
月

“T
he C

onceptual Form
ation of the C

ategory ‘R
eligion’ in M

odern Japan: R
eligion, State, Shint ō,” Journal of R

eligion in Japan, Volum
e 1, Issue 3, 2012.

「
崩
れ
た
真
理
性
こ
そ
宗
教
の
可
能
性
を
切
り
開
く
『
ラ
ジ
オ
・
カ
フ
ェ
・
デ
・
モ
ン
ク
〜
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
』」『
図
書
新
聞
』
第
三
一
〇
四
号
　
二
〇
一
三
年
三
月

稲
賀
繁
美

●
著
書

T
he 43rd International R

esearch Sym
posium

 Pour un Vocabulaire de la Spatialité Japonaise, P
hilippe B

onnin, N
ishida M

asatsugu et Inaga Shigem
i eds., 

International R
esearch C

enter for Japanese Studies, M
arch 2013.

●
論
文

「
東
ア
ジ
ア
の
陶
藝
は
ど
こ
に
ゆ
く
の
か
」『
あ
い
だ
』
一
九
七
号
（
連
載
第
九
〇
回
）　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

“K
egon/H

uayan 

華
厳 V

iew
 and C

ontem
porary E

ast A
sian A

rt ―
A

 M
ethodological P

roposal ―
,” C

ross Sections Vol. 5, T
he N

ational M
useum

 of M
odern 

A
rt, K

yoto, 2012.

「『
バ
ッ
タ
モ
ン
』
の
再
来B

attam
on R

eturns

─
翻
訳
の
政
治
学
と
全
球
化
へ
の
抵
抗
（
１
）」『
あ
い
だ
』
一
九
八
号
（
連
載
第
九
一
回
）　
二
〇
一
二
年
一
二
月

「『
バ
ッ
タ
モ
ン
』
の
再
来B

attam
on R

eturns

─
翻
訳
の
政
治
学
と
全
球
化
へ
の
抵
抗
（
２
）」『
あ
い
だ
』
一
九
九
号
（
連
載
第
九
二
回
）　
二
〇
一
三
年
一
月

일
본 

미
술
에
서
의 

양
」『
문
화
로 

읽
는 

십
이
지
신 

이
야
기
・
양
』
서
울
・
도
서
출
판 

열
림
원, 2013

년 

1
월
（
韓
国
語
訳
）「
日
本
の
美
術
表
現
に
み
る
羊
」『
文

化
で
読
む
十
二
支
神
物
語
　
羊
』
ソ
ウ
ル
・
図
書
出
版
　
ヨ
ル
リ
ム
ウ
ォ
ン
　
二
〇
一
三
年
一
月

「
日
本
の
美
術
表
現
に
み
る
蛇

─
祝
您
蛇
年
快
楽
」『
あ
い
だ
』
二
〇
〇
号
（
連
載
第
九
三
回
）　
二
〇
一
三
年
二
月

「
観
光
案
内
に
載
ら
な
い
パ
リ
案
内
（
前
）

─
日
曜
日
と
月
曜
日
、
た
っ
た
二
日
で
廻
れ
る
、
知
ら
れ
ざ
る
街
中
の
秘
境
」『
あ
い
だ
』
二
〇
一
号
（
連
載
第
九
四
回
）　

二
〇
一
三
年
三
月

《L
a V

ie transitoire des form
es. U

n m
om

ent qui prend de la patine: une petite reflection sur les tem
ps de la spatialité japonaise

》, T
he 43rd International 
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R
esearch Sym

posium
 Pour un Vocabulaire de la Spatialité Japonaise, P

hilippe B
onnin, N

ishida M
asatsugu et Inaga Shigem

i eds., International R
esearch 

C
enter for Japanese Studies, M

arch 2013.

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
パ
ン
ド
ラ
の
函
の
底
に
は
、
ま
だ
『
希
望
』
と
い
う
名
の
『
雑
草
』
が
芽
吹
い
て
い
る

─
デ
ン
ニ
ッ
ツ
ァ
・
ガ
ブ
ラ
コ
ヴ
ァ
著
『
雑
草
の
夢

─
近
代
日
本
に
お
け

る
「
故
郷
」
と
「
希
望
」』（
本
体
四
〇
〇
〇
円
、
世
織
書
房
）
を
読
む
」『
図
書
新
聞
』
第
三
〇
八
二
号
（
連
載
一
三
二
）　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

「
エ
ッ
セ
イ
　
ジ
ャ
ン
＝
レ
オ
ン
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
『
仏
陀
』
と
『
獅
子
』」『
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
研
究
　
三
二
』
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
学
会
　
二
〇
一
二
年
一
一
月

「
二
〇
一
二
年
下
半
期
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
」『
図
書
新
聞
』
第
三
〇
九
一
号
　
二
〇
一
二
年
一
二
月

「『
バ
ッ
タ
も
ん
』
現
象
の
史
的
背
景
―
そ
の
源
流
を
輸
出
漆
器
の
意
匠
に
探
る

─
交
易
の
海
賊
史
観
に
む
け
て
：
文
明
の
海
洋
史
観
を
超
え
て
？
（
１
）」『
図
書
新

聞
』
第
三
〇
九
五
号
（
連
載
一
三
三
）　
二
〇
一
三
年
一
月

「
淡
水
『
紅
毛
城
』

─
支
配
者
交
替
劇
に
台
湾
史
の
縮
図
を
見
る

─
交
易
の
海
賊
史
観
に
む
け
て
：
文
明
の
海
洋
史
観
を
超
え
て
？
（
２
）」『
図
書
新
聞
』
第

三
〇
九
六
号
（
連
載
一
三
四
）　
二
〇
一
三
年
二
月

「
海
上
覇
権
と
は
何
か
？
領
域
国
家
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
と
し
て
の
国
際
秩
序
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に

─
交
易
の
海
賊
史
観
に
む
け
て
：
文
明
の
海
洋
史
観
を
超
え
て
？

（
３
）」『
図
書
新
聞
』
第
三
〇
九
七
号
（
連
載
一
三
五
）　
二
〇
一
三
年
二
月

“Tracing over Surface, G
liding over M

em
ories, ” D

r. Shuji O
kada Portfolio for the U

K
 E

xhibition “SH
IZ

E
N

G
A

K
U

,” February, 2013.

（「
界
面
の
軌
跡
・
滑
空

す
る
記
憶
」『「
自
然
学
」
英
国
展
　
岡
田
修
二
作
品
目
録
』）

「（
表
紙
写
真
掲
載
）
パ
リ
・
ギ
メ
美
術
館
別
館
テ
ラ
ス
　
日
本
庭
園
前
に
置
か
れ
た
観
音
石
像
（
掌
の
上
に
お
賽
銭
あ
り
）」『
あ
い
だ
』
二
〇
一
号
　
二
〇
一
三
年
三
月

井
上
章
一

●
著
書

『
霊
柩
車
の
誕
生
　
増
補
新
版
』（
朝
日
文
庫
）
朝
日
新
聞
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
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「
日
本
人
の
忘
れ
も
の
一
五
　
名
望
家
の
つ
と
め
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
二
年
一
〇
月
七
日

「
書
評
　
ユ
ル
ゲ
ン
・
オ
ッ
テ
ン
著
『
フ
ァ
ジ
ル
・
サ
イ
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
七
日

「
書
評
　
原
武
史
著
『
団
地
の
空
間
政
治
学
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
六
日
号

「
書
評
　
呉
座
勇
一
著
『
一
揆
の
原
理
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
二
年
一
一
月
七
日

「
金
髪
幻
想
盛
衰
記
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
六
日
号

「
日
本
美
人
七
変
化
！
」『C

A
R

TA

』
一
月
号
（
冬
号
）　
二
〇
一
二
年
一
一
月

「
再
録
　
考
古
学
が
覆
し
た
、
文
献
史
学
の
古
代
巨
刹
像
」
丸
谷
才
一
・
池
澤
夏
樹
編
『
分
厚
い
本
と
熱
い
本
　
毎
日
新
聞
「
今
週
の
本
棚
」
二
〇
年
名
作
選
（
二
〇
〇
五

〜
二
〇
一
一
）』
毎
日
新
聞
社
　
二
〇
一
二
年
一
一
月

「
書
評
　
芳
澤
勝
弘
著
『「
瓢
鮎
図
」
の
謎
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
八
日

「
性
風
俗
」『
現
代
社
会
学
事
典
』
弘
文
堂
　
二
〇
一
二
年
一
二
月

「
現
代
の
建
築
家
・
一
〇
　
坂
倉
準
三
―
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
日
本
を
に
じ
ま
せ
て
―
」『G

A
 JA

PA
N

』119

　
二
〇
一
二
年
一
一
月

「
書
評
　
マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー
著
『
呑
め
ば
、
都
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
二
年
一
二
月
七
日
号

「
書
評
　
栗
原
俊
雄
著
『
二
〇
世
紀
遺
跡 

帝
国
の
記
憶
を
歩
く
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
九
日

「
回
顧
二
〇
一
二
年
　
私
の
三
冊
」『
日
本
経
済
新
聞
社
』　
二
〇
一
二
年
一
二
月
三
〇
日

「
昭
和
の
歌
　
私
の
選
ぶ
一
曲
　
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
歌
（
六
甲
お
ろ
し
）」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
三
年
一
月
号

「
成
人
と
い
う
言
葉
」『
京
（
み
や
こ
）
ま
な
び
ぃ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』
第
三
号
　
二
〇
一
三
年
一
月

「
時
代
を
超
え
た
『
王
と
の
縁
組
』
の
つ
ら
さ
」『
週
刊
文
春
』
二
〇
一
三
年
一
月
三
日
・
一
〇
日
新
年
特
大
号

「
対
話
の
カ
タ
チ
五
　
日
本
人
の
『
自
立
』
と
は
」『
京
都
新
聞
』　
二
〇
一
三
年
一
月
八
日

「
二
〇
一
三
年
を
乗
り
切
る
た
め
に
こ
れ
を
読
め
！
／
性
の
東
西
を
あ
じ
わ
う
」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
三
年
一
月
一
一
日
号

「
書
評
　
朝
日
新
聞
中
国
総
局
著
『
紅
の
党
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
一
月
一
六
日

「
バ
ラ
ッ
ク
が
か
い
ま
見
せ
る
も
の

─
風
俗
と
建
築
と
」『
今
和
次
郎
と
考
現
学
　
暮
ら
し
の
「
今
」
を
と
ら
え
た
〈
目
〉
と
〈
手
〉』
河
出
書
房
新
社
　
二
〇
一
三
年
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一
月

「
現
代
の
建
築
家
・
一
一
　
丹
下
健
三
―
ロ
ー
マ
へ
道
は
つ
う
じ
る
か
―
」『G

A
 JA

PA
N

』120

　
二
〇
一
三
年
一
月

「
書
評
　
奥
中
康
人
著
『
幕
末
鼓
笛
隊
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
二
月
六
日

「
書
評
　
亀
井
好
恵
著
『
女
相
撲
民
俗
誌
』」『
週
刊
ポ
ス
ト
』
二
〇
一
三
年
二
月
二
二
日
号

「
書
評
　
古
賀
義
章
著
『
飛
雄
馬
、
イ
ン
ド
の
星
に
な
れ
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
二
月
二
七
日

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
　
井
上
章
一
×
鹿
島
茂
『
僕
た
ち
、
美
魔
女
を
研
究
し
て
い
ま
す
』」『
文
藝
春
秋SP

E
C

IA
L

』
二
〇
一
三
年
季
刊
春
号

「
書
評
　
井
上
智
勝
著
『
吉
田
神
道
の
四
百
年
』」『
日
本
経
済
新
聞
社
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
三
月
二
七
日

「
世
界
の
日
本
研
究
と
ふ
れ
あ
っ
て
」『
日
文
研
』
五
〇
号
　
二
〇
一
三
年
三
月

「
現
代
の
建
築
家
・
一
二
　
谷
口
吉
郎
―
フ
ァ
シ
ズ
ム
か
ナ
チ
ズ
ム
か
―
」『G

A
 JA

PA
N

』121

　
二
〇
一
三
年
三
月

牛
村
　
圭

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
現
代
の
こ
と
ば
　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
も
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
二
年
一
〇
月
三
〇
日

「
現
代
の
こ
と
ば
　
ス
ポ
ー
ツ
を
語
る
む
ず
か
し
さ
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
一
月
一
〇
日

「
現
代
の
こ
と
ば
　
レ
ー
リ
ー
の
謎
」『
京
都
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
三
月
一
二
日

榎
本
　
渉

●
著
書

『
南
宋
・
元
代
日
中
渡
航
僧
伝
記
集
成
　
附
　
江
戸
時
代
に
お
け
る
僧
伝
集
積
過
程
の
研
究
』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
三
年
三
月

●
論
文

「
唐
〜
元
代
に
お
け
る
日
中
交
通
路
の
変
遷
」
林
立
群
主
編
『
跨
越
海
洋
―
「
海
上
絲
綢
之
路
与
世
界
文
明
進
程
」
国
際
学
術
論
壇
文
選
』
浙
江
大
学
出
版
社
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二
〇
一
二
年
八
月

「
長
崎
晧
臺
寺
と
福
州
鼓
山
―
『
日
域
洞
上
諸
祖
伝
』
撰
述
の
背
景
―
」『
駒
澤
大
學
禪
研
究
所
年
報
』
二
四
　
二
〇
一
二
年
一
二
月

「
平
安
王
朝
と
中
国
医
学
―
一
二
世
紀
を
中
心
に
」『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
別
冊
　
中
世
政
治
社
会
史
論
叢
』　
二
〇
一
三
年
三
月

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス

●
論
文

「
外
国
か
ら
見
た
江
戸
│
一
七
世
紀
の
江
戸
参
府
日
記
を
中
心
に
│
」『
理
大
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
二
〇
一
三
年
四
月
号

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

﹇
書
評
﹈“C

onfluences of M
edicine in M

edieval Japan: B
uddhist H

ealing, C
hinese K

now
ledge, Islam

ic Form
ulas, and W

ounds of W
ar, ” by A

ndrew
 E

dm
und 

G
oble. In: M

onum
enta N

ipponica, vol 67, no. 2, 2012.

倉
本
一
宏

●
著
書

『
藤
原
道
長
の
日
常
生
活
』
講
談
社
　
二
〇
一
三
年
三
月

●
論
文

「
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
老
い
」『
日
本
歴
史
』
二
〇
一
三
年
一
月
号
（
七
七
六
）　
吉
川
弘
文
館

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
は
が
き
通
信
」『
日
本
歴
史
』
二
〇
一
二
年
一
〇
月
号
（
七
七
三
）　
吉
川
弘
文
館

「
摂
関
期
古
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
め
ぐ
っ
て
」『
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究 

正
倉
院
文
書
の
高
度
情
報
化
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
予
稿
集
』　
二
〇
一
三
年
一
月
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小
松
和
彦

●
著
書

『
新
・
日
本
学
誕
生
―
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
２
５
年
』（
猪
木
武
徳
・
白
幡
洋
三
郎
・
瀧
井
一
博
と
共
編
）
角
川
学
芸
出
版
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

『「
伝
説
」
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
か
』（
単
著
）
角
川
学
芸
文
庫
　
二
〇
一
三
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
夜
叉
ヶ
池
伝
説
」『
劇
場
文
化
：
夜
叉
ヶ
池
』SPA

C
-

静
岡
県
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
二
年
九
月

「
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
の
神
さ
ま
」
松
尾
恒
一
監
修
『
み
た
い
！
し
り
た
い
！
し
ら
べ
た
い
！
日
本
の
神
様
絵
図
鑑
　
①
願
い
を
か
な
え
る
神
さ
ま
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

「
鯰
絵
を
め
ぐ
る
断
想
」『H

U
M

A
N

』vol. 03
　
平
凡
社
　
二
〇
一
二
年
一
二
月

「
あ
す
へ
の
話
題
」（
連
載
）『
日
本
経
済
新
聞
』（
夕
刊
）　
二
〇
一
三
年
一
月
八
日
、
一
月
一
五
日
、
一
月
二
二
日
、
一
月
二
九
日
、
二
月
五
日
、
二
月
一
二
日
、
二
月

一
九
日
、
二
月
二
六
日
、
三
月
五
日
、
三
月
一
二
日
、
三
月
一
九
日
、
三
月
二
六
日

「
山
口
昌
男
さ
ん
を
悼
む
　
道
化
的
知
識
人
と
し
て
生
き
る
」『
東
京
新
聞
』（
夕
刊
）
中
日
新
聞
東
京
本
社
　
二
〇
一
三
年
三
月
一
四
日

「
い
ざ
な
ぎ
流
と
は
な
に
か
」「『
い
ざ
な
ぎ
流
の
研
究
』
を
書
き
終
え
て
」「
討
論
」（
講
演
録
「
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
い
ざ
な
ぎ
流
研
究
の
新
時
代
へ
」）『
東
西
南
北

2013

　
和
光
大
学
総
合
文
化
研
究
所
年
報
』　
二
〇
一
三
年
三
月

佐
野
真
由
子

●
論
文

「『
人
類
の
無
形
文
化
遺
産
』
に
な
っ
た
祇
園
祭

─
文
化
は
誰
の
も
の
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
」『SE

E
D

er

』
七
号
　
二
〇
一
二
年
一
二
月

「
日
本
の
近
代
化
と
静
岡

─
幕
臣
た
ち
と
キ
リ
ス
ト
教
と
」
上
村
敏
文
・
笠
谷
和
比
古
編
『
日
本
の
近
代
化
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』
教
文
館
　
二
〇
一
三
年
三

月
●
そ
の
他
の
執
筆
活
動
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「
東
ア
ジ
ア
の
一
大
都
市“O

saca ”

か
ら
考
え
る
」『
漢
陽
大
学
日
本
学
国
際
比
較
研
究
所
・B

K
21

日
本
文
化
研
究
特
性
化
チ
ー
ム
共
同
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東

ア
ジ
ア
近
代
都
市
空
間
の
表
象
」
資
料
集
』　
二
〇
一
二
年
一
一
月

「
人
類
の
始
ま
り
と
日
本
人
の
性
文
化
：
浮
世
絵
春
画
は
お
も
し
ろ
い
」（
講
演
録
・
座
談
会
）『
人
間
学
研
究
』Vol. 13

　
京
都
文
教
大
学
人
間
学
研
究
所
　
二
〇
一
三

年
三
月

白
幡
洋
三
郎

●
著
書

『
新
・
日
本
学
誕
生
―
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
25
年
』（
猪
木
武
徳
・
小
松
和
彦
・
瀧
井
一
博
と
共
編
）
角
川
学
芸
出
版
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

『
大
名
庭
園
　
武
家
の
美
意
識
こ
こ
に
あ
り
（
別
冊
太
陽
　
日
本
の
こ
こ
ろ
二
〇
四
）』（
監
修
）
平
凡
社
　
二
〇
一
三
年
一
月

『
異
邦
人
の
ま
な
ざ
し
第
８
輯
　
神
』（
監
修
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

『
日
文
研
所
蔵
欧
文
図
書
所
載
　
海
外
日
本
像
集
成
』
第
３
冊
：
一
八
七
八
〜
一
八
八
〇
（
編
集
）　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
諸
国
街
歩
き
」『
ま
ほ
ら
』
第
七
三
号
　
旅
の
文
化
研
究
所
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

「
あ
と
が
き
」
猪
木
武
徳
・
小
松
和
彦
・
白
幡
洋
三
郎
・
瀧
井
一
博
編
『
新
・
日
本
学
誕
生
―
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
25
年
』）
角
川
学
芸
出
版
　
二
〇
一
二
年

一
〇
月

「
紅
葉
『
狩
り
』
定
着
　
意
外
と
最
近
」
朝
日
新
聞
（
大
阪
本
社
版
・
夕
刊
）　
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
二
日

「
第
一
八
回
旅
の
文
化
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
鉄
道
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
』」（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
録
）『
研
究
報
告
』N

o. 22

　
旅
の
文
化
研
究
所
　
二
〇
一
二
年

一
二
月

「
自
然
美
と
防
災
」『
造
園
連
新
聞
』
日
本
造
園
組
合
連
合
会
　
二
〇
一
三
年
一
月
一
日

「
生
き
た
総
合
芸
術
―
大
名
庭
園
」「
交
際
の
カ
ギ
は
庭
園
に
あ
り
」「
花
畑
と
城
」「
江
戸
の
大
名
庭
園
」「
戸
越
公
園
」「
清
澄
庭
園
」「
江
戸
の
消
え
た
大
名
庭
園
、
生

き
延
び
た
大
名
庭
園
」
他
、「
解
説
」『
大
名
庭
園
　
武
家
の
美
意
識
こ
こ
に
あ
り
（
別
冊
太
陽
　
日
本
の
こ
こ
ろ
二
〇
四
）』
平
凡
社
　
二
〇
一
三
年
一
月
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「
集
う
楽
し
み
」
京
都
新
聞
社
編
『
日
本
人
の
忘
れ
も
の
―
京
都
、
こ
こ
ろ
　
こ
こ
に
』　
二
〇
一
三
年
二
月

「
対
談
　
色
・
放
談
」（
佐
藤
洋
一
郎
と
）『
人
と
自
然
』
五
号
　
昭
和
堂
　
二
〇
一
三
年
三
月

鈴
木
貞
美

●
著
書

『
入
門
　
日
本
近
現
代
文
芸
史
』
平
凡
社
新
書
　
二
〇
一
三
年
一
月

『
上
海
一
〇
〇
年

─
日
中
文
化
交
流
の
場
所
（
ト
ポ
ス
）』（
李
征
と
共
編
）
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
三
年
一
月

●
論
文

「
詩
『
伯
林
駅
停
車
場
』
の
こ
と
な
ど
―
与
謝
野
晶
子
と
大
正
生
命
主
義
（
ロ
シ
ア
語
訳
）」
論
集
『
与
謝
野
晶
子
の
洋
行
』
ロ
シ
ア
連
邦
極
東
大
学
　
二
〇
一
三
年
三
月

「
東
ア
ジ
ア
近
現
代
の
概
念
編
制
史
研
究
の
現
在
」
鈴
木
貞
美
・
劉
建
輝
編
『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第
三
一
集
　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
学
芸
史
の
総
合
的
研
究
の
継
続

的
発
展
の
た
め
に
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

「
日
本
の
帝
国
大
学
制
度
―
概
念
編
制
史
研
究
の
立
場
か
ら
」
酒
井
哲
哉
・
松
田
利
彦
編
『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第
四
二
集
　
帝
国
と
高
等
学
校
―
東
ア
ジ
ア
の
文
脈

か
ら
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
『
文
』
の
概
念
を
め
ぐ
る
覚
え
書
き
」
河
野
貴
美
子
・W

iebke D
E

N
E

C
K

E

編
『
ア
ジ
ア
遊
学
一
六
二
　
日
本
に
お
け
る
「
文
」
と
「
ブ
ン
ガ

ク
」』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
三
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
国
際
共
同
研
究
の
二
五
年
　
第
一
回
　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
論
じ
た
谷
崎
の
『
美
』」『
産
経
新
聞
』（
関
西
版
）　
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
五
日

「
国
際
共
同
研
究
の
二
五
年
　
第
二
回
　
オ
ハ
イ
オ
の
名
翻
訳
者
」『
産
経
新
聞
』（
関
西
版
）　
二
〇
一
二
年
一
一
月
二
九
日

「
国
際
共
同
研
究
の
二
五
年
　
第
三
回
　
カ
イ
ロ
の
日
本
文
学
サ
ロ
ン
」『
産
経
新
聞
』（
関
西
版
）　
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
七
日

「
国
際
共
同
研
究
の
二
五
年
　
第
四
回
　
フ
ラ
ン
ス
の
和
辻
哲
朗
研
究
」『
産
経
新
聞
』（
関
西
版
）　
二
〇
一
三
年
一
月
三
一
日

紹
介
「
最
後
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
」『
朝
日
新
聞
』（
大
阪
版
）　
二
〇
一
三
年
二
月
一
三
日
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「
国
際
共
同
研
究
の
二
五
年
　
第
五
回
　
中
国
の
作
家
と
の
交
流
」『
産
経
新
聞
』（
関
西
版
）　
二
〇
一
三
年
二
月
二
八
日

「
あ
り
が
と
う
、
日
文
研
」N

ichibunken N
ew

sletter N
o. 86

　
二
〇
一
三
年
三
月

「
日
本
の
神
が
み
」『
異
邦
人
の
ま
な
ざ
し
第
８
輯
　
神
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

「
国
際
共
同
研
究
の
二
五
年
第
六
回
　
豪
州
で
『
源
氏
』
翻
訳
」『
産
経
新
聞
』（
関
西
版
）　
二
〇
一
三
年
三
月
二
八
日

末
木
文
美
士

●
著
書

『
反
・
仏
教
学

─
仏
教vs.

倫
理
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
　
二
〇
一
三
年
二
月

『
中
世
禅
籍
叢
刊
第
一
巻
　
栄
西
集
』（
編
著
）
臨
川
書
店
　
二
〇
一
三
年
三
月

●
論
文

「
宗
教
と
自
然
」
平
川
南
編
『
環
境
の
日
本
史
１
　
日
本
史
と
環
境
―
人
と
自
然
―
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

「
日
本
人
の
死
生
観
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
か
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
三
年
一
月
号
　
二
〇
一
二
年
一
二
月

“Introduction to the Sym
posium

 on M
odernity and B

uddhism
,” T

he E
astern B

uddhist, 43, 2012.

「
修
羅
の
救
い

─
夢
幻
能
の
構
造
と
思
想
」『
観
世
』
平
成
二
十
五
年
一
月
号
　
檜
書
店

「
高
山
寺
蔵
『
五
臓
曼
荼
羅
』　
翻
刻
と
研
究
」『
平
成
二
十
四
年
度
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
』　
二
〇
一
三
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
仏
典
に
学
ぶ
」（
連
載
）『
朝
日
新
聞
』（
大
阪
本
社
版
・
夕
刊
）　
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
九
日
、
一
一
月
二
六
日
、
一
二
月
一
七
日
、
二
〇
一
三
年
一
月
二
八
日
、
二

月
二
五
日
、
三
月
二
五
日

「
栄
西
著
作
の
発
見
と
復
元
」
名
古
屋
市
博
物
館
・
真
福
寺
大
須
文
庫
調
査
研
究
会
編
『
大
須
観
音
：
い
ま
開
か
れ
る
、
奇
跡
の
文
庫
』
大
須
観
音
宝
生
院
　
二
〇
一
二

年
一
一
月

「
書
評
　『
い
の
ち
の
思
想
』
を
掘
り
起
こ
す
」『
宗
教
研
究
』
八
六
巻
三
七
四
　
日
本
宗
教
学
会
　
二
〇
一
二
年
一
一
月
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「
思
想
史
の
観
点
か
ら
見
た
日
本
仏
教
」（
講
演
記
録
）『
仏
教
史
学
研
究
』
第
五
五
巻
第
一
号
　
二
〇
一
二
年
一
一
月

「
序
」
浄
慧
著
、
何
燕
生
・
井
上
浩
一
・
齋
藤
智
寛
・
渡
部
東
一
郎
訳
『
生
活
禅
の
す
す
め
』
山
喜
房
仏
書
林
　
二
〇
一
二
年
一
二
月

「
震
災
後
と
仏
教
の
語
り
」『
サ
ン
ガ
ジ
ャ
パ
ン
』Vol. 12

　
二
〇
一
二
年
一
二
月

「
現
代
仏
教
を
考
え
る
」『
塩
山
』
七
七
　
二
〇
一
三
年
一
月

「
書
評
　
ア
メ
リ
カ
仏
教
」『
大
学
出
版
』
第
九
三
号
　
大
学
出
版
部
協
会
　
二
〇
一
三
年
一
月

「『
ゴ
ミ
屑
』
に
な
ら
な
い
言
葉
を
」『
宗
教
と
現
代
が
わ
か
る
本
二
〇
一
三
』
平
凡
社
　
二
〇
一
三
年
三
月

「
心
の
奥
底
に
迫
る
著
者
の
孤
独
　
宮
柊
二
『
宮
柊
二
歌
集
』」
東
京
大
学
新
聞
社
編
『
東
大
教
師
　
青
春
の
一
冊
』
信
山
社
　
二
〇
一
三
年
三
月

瀧
井
一
博

●
著
書

『
新
・
日
本
学
誕
生
―
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
25
年
』（
猪
木
武
徳
・
小
松
和
彦
・
白
幡
洋
三
郎
と
共
編
）
角
川
学
芸
出
版
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　
有
泉
貞
夫
著
『
私
の
郷
土
史
・
日
本
近
現
代
史
拾
遺
』
歴
史
家
の
分
際
を
踏
ま
え
た
珠
玉
の
史
論
」『
環
』vol. 51

　
藤
原
書
店
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

「
書
評
　
宮
地
正
人
著
『
幕
末
維
新
変
革
史
（
上
・
下
）』」『
日
本
経
済
新
聞
』　
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
一
日

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
一
）『
政
局
』
家
か
知
の
政
治
家
か
」『
究
』
一
一
月
号
（
通
巻
第
二
〇
号
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
二
年
一
一
月

「
大
元
帥
・
明
治
天
皇
の
誕
生
」『
歴
史
読
本
』
二
〇
一
二
年
一
二
月
号
　
中
経
出
版

「
は
が
き
通
信
」『
日
本
歴
史
』
二
〇
一
三
年
二
月
号
（
七
七
七
）

「
政
治
学
の
古
典
を
読
む
（
二
）
明
治
憲
法
の
思
想
的
源
流
」『
究
』
二
月
号
（
通
巻
第
二
三
号
）
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
二
〇
一
三
年
二
月

戸
部
良
一

●
著
書



93

『
事
例
研
究
　
日
本
と
日
本
軍
の
失
敗
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』（
猪
瀬
直
樹
・
菊
澤
研
宗
・
小
谷
賢
・
戸
高
一
成
他
と
共
著
）
中
央
公
論
新
社
　
二
〇
一
三
年
三
月

●
論
文

「
南
進
と
大
東
亜
『
解
放
』」, International Sym

posium
 2012, Japan and Southeast A

sia: Past, P
resent, and Future, Institute of International R

elations, 

C
ollege of International R

elations, N
ihon U

niversity, M
arch 2013.

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
文
献
紹
介
　
戦
友
会
研
究
会
『
戦
友
会
研
究
ノ
ー
ト
』」『
軍
事
史
学
』
第
四
八
巻
第
三
号
　
二
〇
一
二
年
一
二
月

「
猪
木
正
道
さ
ん
を
悼
む
―
『
縁
の
下
』
に
も
労
を
厭
わ
ず
」『
読
売
新
聞
』　
二
〇
一
二
年
一
一
月
八
日

「
追
悼
　
猪
木
正
道
―
戦
闘
的
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
生
涯
」『
中
央
公
論
』
二
〇
一
三
年
一
月
号

「
猪
木
正
道
先
生
を
偲
ん
で
」『
有
信
会
誌
』
第
五
七
号
　
二
〇
一
三
年
三
月

早
川
聞
多

●
著
書

『
別
冊
太
陽
　
国
芳
の
春
画
』（
共
著
）
平
凡
社
　
二
〇
一
二
年
一
一
月

『
現
代
語
訳 

春
画
』
新
人
物
文
庫
　
新
人
物
往
来
社
　
二
〇
一
二
年
一
二
月

●
論
文

「
人
類
の
始
ま
り
と
日
本
人
の
性
文
化
：
浮
世
絵
春
画
は
お
も
し
ろ
い
」（
講
演
録
・
座
談
会
）『
人
間
学
研
究
』Vol. 13

　
京
都
文
教
大
学
人
間
学
研
究
所
　
二
〇
一
三

年
三
月

ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン

●
論
文

“T
he Im

perial O
ath of A

pril 1868: R
itual, Pow

er and Politics in R
estoration Japan, ” R

eprinted in B
en-A

m
i Shillony ed., C

ritical R
eadings on the E

m
perors 
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of Japan, vol. 3, B
rill, 2012.

「
知
ら
れ
ざ
る
業
績
：
近
代
日
本
外
交
史
に
果
た
し
た
明
治
天
皇
の
役
割
」『
歴
史
読
本 

明
治
天
皇
　
一
〇
〇
年
目
の
実
像
』
二
〇
一
二
年
一
二
月
号
　
二
〇
一
二
年

一
〇
月

“Fine W
ords Indeed: Yasukuni and the N

arrative Fetishism
 of W

ar, ” Inken P
rohl and John N

elson, eds, H
andbook of C

ontem
porary Japanese R

eligions, 

B
rill, 2012.

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
明
治
天
皇
と
そ
の
時
代
―
明
治
天
皇
崩
御
百
年
・
明
治
天
皇
御
生
誕
百
六
十
年
―
」
明
治
聖
徳
記
念
学
会
編
『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第

四
九
号
　
二
〇
一
二
年
一
一
月

細
川
周
平

●
著
書

『
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
文
学
Ⅰ
　
日
本
語
の
長
い
旅
　
歴
史
』
み
す
ず
書
房
　
二
〇
一
二
年
一
二
月

『
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
文
学
Ⅱ
　
日
本
語
の
長
い
旅
　
評
論
』
み
す
ず
書
房
　
二
〇
一
三
年
二
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
宝
箱
に
眠
る
、
と
ん
で
も
な
い
代
物
た
ち
。」『L

eaf

』
二
〇
一
二
年
一
〇
月
号

「〈
上
野
〉
に
集
ま
る
文
化
人
」
東
京
音
楽
学
校
校
友
会
発
行
『
音
楽
』
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
チ
ラ
シ
　
不
二
出
版
　
二
〇
一
二
年
一
一
月

「
ア
ン
ケ
ー
ト
　
眠
れ
ぬ
夜
の
本
　
マ
イ
ベ
ス
ト
３
」『
考
え
る
人
』
二
〇
一
三
年
冬
号
　
二
〇
一
三
年
一
月

「
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
」『
み
す
ず
』
二
〇
一
三
年
一
／
二
月
号
　
二
〇
一
三
年
二
月

「
時
計
と
計
時
」「
鉄
路
の
音
《
プ
リ
ペ
ア
ド
・
ト
レ
イ
ン
》
乗
車
記
」『
ア
ル
テ
ス
』V

O
L

. 04
　2013 SP

R
IN

G

　
二
〇
一
三
年
三
月
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松
田
利
彦

●
著
書

『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第
四
〇
集
　
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
支
配
と
地
域
社
会
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第
四
二
集
　
帝
国
と
高
等
教
育
―
東
ア
ジ
ア
の
文
脈
か
ら
―
』（
酒
井
哲
哉
と
共
編
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

『
地
域
社
会
か
ら
見
る
帝
国
日
本
と
植
民
地
―
朝
鮮
・
台
湾
・
満
洲
』（
陳
姃
湲
と
共
編
）
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
三
年
三
月

●
論
文

「
植
民
大
学
比
較
史
研
究
の
可
能
性
／
不
可
能
性
」
酒
井
哲
哉
・
松
田
利
彦
編
『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第
四
二
集
　
帝
国
と
高
等
教
育
―
東
ア
ジ
ア
の
文
脈
か
ら
―
』

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

「
序
〈
相
互
参
照
系
〉
と
し
て
の
植
民
地
朝
鮮
と
台
湾
」
松
田
利
彦
編
『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第
四
〇
集
　
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
支
配
と
地
域
社
会
』
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

「
序
」「
解
説
」（
陳
姃
湲
と
共
同
執
筆
）「
植
民
地
支
配
と
地
域
社
会
―
朝
鮮
史
研
究
に
お
け
る
成
果
と
課
題
―
」「
植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
消
防
組
に
つ
い
て
」
松
田

利
彦
・
陳
姃
湲
編
『
地
域
社
会
か
ら
見
る
帝
国
日
本
と
植
民
地
―
朝
鮮
・
台
湾
・
満
洲
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
三
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
書
評
　E

rin A
eran C

hung, Im
m

igration and C
itizenship in Japan, N

ew
 York: C

am
bridge U

niversity P
ress, 2010

」『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
第
四
二
号
　

二
〇
一
二
年
一
〇
月

「
翻
訳
　
洪
淳
権
著
『
日
帝
下
朝
鮮
の
地
域
社
会
研
究
と
「
草
の
根
植
民
地
支
配
」
に
つ
い
て
』」「
翻
訳
　
朴
贊
勝
著
『
一
九
二
〇
年
代
初
期
の
朝
鮮
に
お
け
る
青
年
会

運
動
と
支
配
当
局
の
対
応
』」（
金
炳
辰
と
共
訳
）
松
田
利
彦
編
『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第
四
〇
集
　
植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
支
配
と
地
域
社
会
』
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

「
翻
訳
　
鄭
駿
永
著
「
京
城
帝
大
法
医
学
教
室
の
血
液
型
研
究
と
植
民
地
医
学
」（
金
炳
辰
と
共
訳
）
酒
井
哲
哉
・
松
田
利
彦
編
『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第
四
二
集
　
帝

国
と
高
等
教
育
―
東
ア
ジ
ア
の
文
脈
か
ら
―
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

「
翻
訳
　
李
鐘
旼
著
「
日
本
の
植
民
地
支
配
と
笞
刑
―
朝
鮮
の
事
例
を
中
心
に
―
」
松
田
利
彦
・
陳
姃
湲
編
『
地
域
社
会
か
ら
見
る
帝
国
日
本
と
植
民
地
―
朝
鮮
・
台
湾
・
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満
洲
』
思
文
閣
出
版
　
二
〇
一
三
年
三
月

山
田
奨
治

●
著
書

“P
irate” P

ublishing: T
he B

attle over Perpetual C
opyright in E

ighteenth-C
entury B

ritain, Translated by Lynne E
.R

iggs, International R
esearch C

enter for 

Japanese Studies, 2012.

●
論
文

「
模
倣
と
創
造
の
文
化
史
再
考
」『
日
本
知
財
学
会
誌
』
第
九
巻
第
三
号
　
二
〇
一
三
年
三
月

●
そ
の
他
の
執
筆
活
動

「
中
浜
万
次
郎
―
不
運
を
活
か
し
て
活
躍
し
た
日
本
人
」『
社
会
科
教
育
』
二
〇
一
二
年
一
〇
月
号

劉
　
建
輝

●
著
書

『
日
中
二
百
年

─
支
え
合
う
近
代
』
武
田
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン
　
二
〇
一
二
年
一
〇
月

『
日
華
学
会
関
連
高
橋
君
平
文
書
資
料
Ⅰ
』
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
三
年
三
月

『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
第
三
一
集
　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
学
芸
史
の
総
合
的
研
究
の
継
続
的
発
展
の
た
め
に
』（
鈴
木
貞
美
と
共
編
　
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
　

二
〇
一
三
年
三
月

●
論
文

「
日
本
占
領
下
の
上
海
文
壇
―
田
村
俊
子
の
足
跡
を
中
心
に
」
鈴
木
貞
美
・
李
征
編
『
上
海
一
〇
〇
年

─
日
中
文
化
交
流
の
場
所
（
ト
ポ
ス
）』
勉
誠
出
版
　
二
〇
一
三

年
一
月


